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【論文要旨】
日本国外で学ぶ日本語学習者のうち，その約半数を占めるのが中等教育段階で，世界に約167万
人いることが報告されている（国際交流基金 2017）。中等教育段階の学習者は，グローバル化の
進む変化の激しい社会の中，中等教育機関修了後は進学もしくは就職することで新しいコミュニテ
ィに属し，その後も数多くのコミュニティを移動し続ける。また，思春期青年期成人期という発
達上の移行期でもある。本稿では，このような時間的・空間的移動を「文化間移動」と大きくとら
える。そして，中高生の日本語教育は，日本語能力の向上を中心とするのではなく，「文化間移動
に備えるための力の育成」を中心とした新たな視点でとらえなおす必要性があるという課題意識の
下，現行の教育課程の中での外国語科目の位置づけと教育行政がめざす人材像，さらに世界の中等
日本語教育の現場で用いられている教材の傾向を分析した。その結果，「アイデンティティ・キャ
リア形成」「文化リテラシー」「メタ言語的気づき」「人との関係性構築」「社会参加」「社会参画」
の 6 つの視点を抽出し，それらを構造化して「中等日本語教育をとらえる新たな枠組み」の試案
とした。
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. はじめに
日本国外における日本語教育は，2015年度の調査（国際交流基金 2017）によると134の国・地
域で実施されており，約366万人が日本語を学んでいる。そのうちの半数弱にあたる167万人が中
等教育機関で学ぶ学習者であり，79の国・地域にわたる。このように最大の日本語学習者層であ
る中等教育段階であるが，この層を対象とした研究は国・地域別の研究や個別の実践報告が中心で
あり，国を越えて中等教育段階の日本語教育（以下，「中等日本語教育」とする）を体系的に概観
するような研究はほとんど行われていない。それは，中等日本語教育が公教育課程に位置づけら
れ，教育行政の範疇に置かれていることが一つの要因であるといえよう。各国・地域の教育政策の
影響下にあり，固有の文脈の中にあると考えられてきたのである。
しかしながら現在，世界の多くの国の教育課程には，国を越えて共通の傾向，いわゆるグローバ
ル人材，国際競争力を持つ人材を育成するという共通の目標を掲げる傾向がみられる。中等日本語
教育は基礎教育段階に位置づけられ，教育行政の範疇にあることから，日本語科目においてもグ
ローバル人材育成に寄与するという，新たな期待が寄せられている（国際交流基金日本語国際セン
ター 2015）。しかし，このような新たな使命を受けて中等日本語教育ではどのような実践が求め
られるのか，議論は途上であり，現場では試行錯誤が続いている。2016年 9 月に開催された「日
本語教育国際研究大会」（インドネシア・バリ）では中等日本語教育に焦点を当てたシンポジウム
が開催されたが，複数の国から参加した高校日本語教師から「プロジェクト型学習を通して生徒が
成長する姿を見ているが，日本語を使う時間が必ずしも多いわけではなく，このような実践で日本
語教育といえるのか」という悩みが吐露されていた。
「海外日本語教育機関調査」においては，これまで中等教育機関の教師は教育上の困難点として
「学習者不熱心」を挙げる傾向が指摘されている（国際交流基金 2010，同 2013）。これは学習者
が日本語を学ぶ意欲がない，語彙や文法を覚えないといった教師側からの評価といえる。先述した
高校教師の悩みとこの「学習者不熱心」から推察できるのは，日本語の授業は日本語を学ぶことが
目的であり，日本語の知識や運用力が伸びなければよい実践とはいえないという隠れた信念である。
中等日本語教育は言語教育であるため，当然のことながら言語の学習は必須ではある。しかし，
中等教育機関で日本語を学ぶ生徒の多くはたいていの場合，その時点で日本語を使う必然性はな
く，同時に具体的かつ明確な目的や目標がないことが多い。選択科目，必修選択科目として何らか
の外国語を選択しなければならず，他の選択群と比較し，日本のポップカルチャーへの関心から日
本語を選択するということも多い。このような場合においては，日本語という「科目」に関心はあ
っても，「言語」そのものは学習者個人のライフコースに Relevance（関連性）がないととらえら
れ，それが学習意欲の低下につながっていることも考えられる。このように考えると，言語を学ぶ
ことを主軸に置いた学びではなく，個々の学習者のライフコースにおいて Relevance のある学び
を提供するという視点で捉えなおし，その中に言語の学びを織り込むような形でデザインしていく
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ことが有効とならないだろうか。
中高生というと，発達段階的には思春期から青年期，成人期へと移行する時間的移動の中にあ
り，さらに中等教育段階修了後には進学や就職など，複数の異なるコミュニティに属するという空
間的移動が待ち構えている。年齢や世代も一つの文化ととらえるならば，これらの時間的・空間的
移動は大きく「文化間移動」ととらえることができる。そこで本稿では，文化間移動に備える段階
の中高生向けの日本語教育をとらえるための新たな視点を探り，再構成して枠組みとして示すこと
を試みる。新たな視点を探るために，まずは現行の教育課程の中での外国語科目の位置づけと教育
行政が育成を目指す人材像を概観し，その中から新たな視点となりうる要素を検討する。次に，世
界の中等日本語教育の現場で用いられている教材の傾向を分析し，これらの教材から新たな視点と
なりうる要素を検討する。最後に，これらの検討の中から浮かびあがった視点を再構成し，中等日
本語教育をとらえる新たな枠組みとして構造化することを試みる。
. 中等日本語教育への期待の変化
. 教育政策の変遷
冒頭にも述べたが，世界の多くの国の教育政策には共通した傾向がみられる。これは21世紀に
入りグローバル化が加速し，「知識基盤社会」が到来する中で，「何を知っているか」ではなく「知
識を用いて何ができるか」が問われる時代になったことが一つの要因であろう。ヒト・モノの移動
が急激に増加し，日常的にさまざまな背景を持つ他者と協働・共生する時代でもある。このような
社会の変化を受け，OECD が定義した「キー・コンピテンシー」（ライチェン・サルガニク 2006）
やアメリカのエンプロイヤビリティの観点からの調査が発端となった「21世紀型スキル」（グリフ
ィン・ケア・マクゴー 2014）の影響が，多くの国の教育政策に見られることが指摘されており
（国立教育政策研究所 2013，松尾 2015，国際交流基金日本語国際センター 2015），このような教
育理念の変化は，中等日本語学習者の多い国・地域にも当てはまる。表 1 は「2015年度海外日本
語教育機関調査」で学習者数の多い上位10か国と中等教育段階の学習者数の多い10か国をまとめ
たもの，表 2 はこれらの国のうち調査報告が公開されている 9 か国を取り上げ，現行の教育課程
で育成が目指されている能力とその要素をまとめたものである。
表 2 を見ると，いずれの国も資質・能力の育成を掲げていることがわかる。それぞれの国の情
勢や文脈に合わせて用語は異なるものの，その方向性が共通していること，またキー・コンピテン
シーや21世紀型スキルとも方向性が共通していることがわかる。今，各国が育てたい人材は，「コ
ミュニケーション能力」に長けており，「批判的」に物事をとらえ「創造的」に何かを生み出す
「思考能力」を持ち，多様な集団の中で「リーダーシップ」を取ることのできる人物である。そし
て，自ら「学習する力」を備え，「生活スキル」「知識・技能」を身につけ，困難や試練にも立ち向
かうと同時に多様性を受け入れる「態度」をとることのできる人物である。キー・コンピテンシー
は，個人の人生において成功し，かつ良好な社会の形成に資する人材の有する能力概念を定義しよ
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表 中等教育段階の学日本語習者数の多い国・地域（年度)
全 体 初 等 中 等 中等率 中等開始年
1 インドネシア 745,125 6,504 703,775 94.5 1962年
2 韓国 556,237 1,160 451,893 81.2 1973年
4 オーストラリア 357,348 209,123 138,345 38.7 1918年
4 タイ 173,817 3,601 115,355 66.4 1981年
5 台湾 220,045 3,091 75,588 34.4 1996年
6 アメリカ 170,998 19,453 73,648 43.1 1990年代
7 中国 953,283 1,573 52,382 5.5 1972年
8 ニュージーランド 29,925 9,173 19,228 64.3 1967年
9 マレーシア 33,224 0 17,450 52.5 1984年
10 ベトナム 64,863 0 10,995 17.0 2003年
11 フィリピン 50,038 1,019 5,595 11.2 2009年
出典国際交流基金（2017）「2015年度海外日本語教育機関調査報告書（CDROM）」および国際交流基金
「日本語教育国別情報2017年度」（ウェブ資料）を基に筆者作成
外国語として中等教育段階で日本語教育が開始された年を記載。戦前・戦中の統治下の国語教育は除外。
中等教育段階における実施校の拡大を受け，中等教育のシラバスが多くの州で策定された年代を記載。
ニュージーランドは，学習者数の合計では11位。
うとしたものであるが，各国の教育課程で目指されている人材像にも同様の傾向があるといえよ
う。次節で概観するが，このような人材育成のために外国語教育重視の政策を打ち出す国もあり，
東南アジアにはその傾向が強い。
. 教育政策における外国語科目の位置づけ
表 2 で示した理想の人材像育成のために外国語重視の政策を打ち出す東南アジアは，表 1 を見
ても明らかなように中等段階の日本語学習者が最も多い地域である。この地域の外国語教育の位置
づけを見ると，フィリピンの教育政策文書には「文化的・言語的に世界中の多様な就業の場で活躍
できる」人材像が，タイの教育政策文書には「国際社会でコミュニケーションや人間関係を深め，
世界の知識に触れ，国際的課題に取り組める」人材像が示されている。また，マレーシアでは「国
際競争力のための『バイリンガル能力』」の育成を重視していることが，インドネシアでは「21世
紀のグローバル化時代に対応するため，早い時期から世界の言語と文化に触れさせることが重要」
だと記されている（国際交流基金日本語国際センター 20153637）。
また，韓国では「2015改訂教育課程」において，第二外国語教育は「コミュニケーション力」
「グローバルシティズンシップの意識の涵養」「情報検索及び活用力」の 3 つを重視することが記
されている（日本語教育学会 2016）。オーストラリアで奨励されている言語政策 Intercultural
Language Learning (IcLL）は，「非常に大まかな言い方をすると，言語学習を通じて国際社会の
一員として積極的に社会生活を営んでいける人間となる基礎を作る学習の考え方の提案」（トムソ
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表 教育文書に見る学習目標（重視して育てたい特徴的資質・能力)
アメリカ
大学・キャリアレディネス（21世紀型スキル）
学習とイノベーションスキル 情報，メディア，テクノロジースキル
生活とキャリアスキル
インド
ネシア
21世紀型スキルに通じる資質
◯創造性 ◯自律性 ◯協調性 ◯連帯 ◯リーダーシップ ◯共感力 ◯寛容性 ◯生活能力
コア・コンピテンスと基礎コンピテンスによる段階的な目標設定（資料 2）
◇コア・コンピテンス学習者が卒業時に一定の基準に達するように，各学年・プログラムで設
定する，精神的態度，社会的態度，知識，技能の 4 つの側面からなる包括的な能力レベル記述
◇基礎コンピテンスコア・コンピテンスに基づき設定する，各科目の授業で具体的にめざす能
力記述
オースト
ラリア
汎用的能力（General Capabilities）
リテラシー ニューメラシー ICT 技術 批判的・創造的思考力 倫理的理解
異文化間理解 個人的社会能力
韓国
核心力量
自己管理力 知識情報処理能力 創意的な思考力 審美的感性力
コミュニケーション力 共同体力
タイ
5 つの素養
1. コミュニケーション能力情報発信力・受信力，自己表現力，交渉能力，情報処理能力等
2. 思考能力意思決定をするための分析的，統合的，建設的，批判的，組織的思考能力等
3. 問題解決能力問題処理能力，関係性構築能力，意思決定力等
4. 生活スキル応用能力生活適応能力，自己学習能力，勤労，社会調査，環境適応能力等
5. 技術応用能力情報技術活用能力等
中国
動手能力（実践能力）
学習への主体的参加 探究心 情報収集・処理能力 自ら考え行動する力
自主的な社会適応力 問題解決能力 創新能力
フィリピン
心身一体の全人的成長と21世紀型スキルの獲得
1. 学習能力とイノベーション力創造力と好奇心，批判的思考・問題解決能力・リスク管理
能力，適応能力・複雑な問題への対応力・自己統制力，高度な思考能力と論理性
2. 情報力とメディア・技術駆使力ビジュアル・情報リテラシー，メディアリテラシー，基
本的な科学・経済・技術リテラシー，多文化リテラシーとグローバル化の意識
3. コミュニケーション能力共同作業における協働力・対人関係力，社会に対しての責任と
市民としての責任，対話力
4. ライフスキルと職業能力柔軟性と適応性，自発性と自己統制力，社会的スキルと異文化
間スキル，生産性と責任感，リーダーシップと責任感
ベトナム
学生の能力開発・強化・動機づけ
1. 創造力と追及力 2. 自律学習 3. 自分の知識を実用的目的のために使用する能力
4. 知識の追及に対する学習者のニーズや関心
ソフトスキル〈21世紀型スキルに通じるスキル〉
1. 対人関係に関わるスキル（リーダーシップ，問題解決能力等）
2. チームワークや協働に関わるスキル（ソーシャルスキル，コミュニケーションスキル等）
3. コンピテンシー（ICT 活用力，数学的な力，外国語の運用力等）
マレーシア
6 つの資質・能力（KTLBEN）
1. 知識（K）識字，計算能力，国・地域・世界の歴史・地理，芸術，音楽，スポーツ等
2. 思考能力（T）生涯学習能力，問題解決能力，論理的思考，創造的思考，イノベーション等
3. リーダーシップ（L）起業精神，逆境に向う強靭な意志，高度なコミュニケーション能力等
4. バイリンガル（B）バイリンガル能力
5. 倫理と精神性（E）賢明で原理に基づく決定を行う力，正しいことを行う力，福祉の心
6. 国民としてのアイデンティティ（N）国への帰属，多様性の受容，地球市民であることの
バランス
出典アメリカ・オーストラリア・中国国立教育政策研究所（2013711）比較表 13 より抜粋
韓国日本語教育学会（201618）
インドネシア・タイ・フィリピン・ベトナム・マレーシア国際交流基金日本語国際センター
（201535）
―  ―
ン 2011121122）である。
このように現行の教育課程において外国語科目は，「世界中の多様な従業の場」「国際社会」「グ
ローバルシティズンシップ」といった言葉に代表されるように，グローバル化が進み多様な他者が
共存する場で言語を使って生きていく，人との関係を構築していく力の育成を担う科目として位置
付けられているということができる。
このような共通した理想の人材像ができたことは，これまで国ごとの固有の文脈で試行錯誤が行
われてきた中等日本語教育に，国・地域を越えて教育実践の共有と蓄積を可能にするというメリッ
トをもたらす。すなわち，これらの資質・能力を中等日本語教育をとらえる新たな視点とする可能
性が示唆されているのである。しかしながら，表 2 の資質・能力は同列にリスト化されて示され
ており，抽象度が高く，具体性を欠く。それぞれの資質・能力がどのような場面でどう作用しあっ
て立ち現れるのか，汎用的なこれらの資質・能力の育成を他教科とどのように担っていくのかとい
った点については言及されていない。また，このように同列に要素として掲げられると，学習項目
のようにとらえられ，全ての生徒が等しく全ての資質・能力を獲得することをめざすという状態に
陥りかねない。確かにキー・コンピテンシーは職業や社会的階層，文化的背景などの差異を越え
て，すべての人に普遍的に必要とされる能力群を定義しようとしたものであるが，ヒトとは個性を
持つ存在である。生徒はそれぞれのこれまでの人生の中で，自分なりに多様な資質・能力をすでに
培ってきており，今後の人生において必要な資質・能力も，個人の選択するライフコースによって
異なるであろう。リスト化された資質・能力を目標に掲げると，このような多様な個性が覆い隠さ
れてしまう。これらの資質・能力の育成を実践をつくりだすための視点として据えて目標化するこ
とは，課題があるといえよう。
. 中等日本語教育の実態―教科書からの分析―
では，第 2 章で論じた資質・能力に代わる視点は何か。本章では，世界の中等教育機関で採用
されている教科書・教材の分析を通して，教材が提供しようとしている学びから新たな視点の抽出
を試みる。教科書・教材が実際の教育の現状をそのまま表すわけではないが，授業に大きく影響を
与えていることは否めないという立場をとり，本稿では教科書・教材をデータとして用いることと
した。まず，2017年度時点の採用教材の傾向を概観し，次に，日本国外で開発された中等教育用
教材の傾向を通時的に分析する。
データは国際交流基金が提供する「日本語教育国別情報2017年度版」（以下，「国別情報」）に記
された中等教育機関の採用教科書・教材とする。「国別情報」は世界204の国・地域において日本
語教育の実施の有無，実施されている場合にはその沿革や現在の概況のほか，現地で用いられてい
る教科書・教材名が網羅的ではないがまとめられており，毎年，更新されている。本稿では，中等
日本語教育が実施されている79の国・地域の中等教育機関で用いられている教材として挙げられ
ていた教材をデータ化し，コンセプトや内容構成，シラバス等を可能な限り調査し，考察する。
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. 年度時点の中等教育機関採用教材
巻末の資料 1 は，「国別情報（2017年度版）」において，中等教育機関の採用教科書・教材名を
地域別にまとめたものである。具体的に書名が挙げられていたのは，108タイトルであった（文字
教材等の副教材も含む）。日本語教育実施地域別にみると，東アジア，東南アジア，オセアニアで
は当該地域の中高生向けの教材が開発されており，特に東アジア，東南アジアでは当該地域の定め
るカリキュラム，シラバスに準じた教材開発が進んでいる。一方，東西ヨーロッパ，中米，中東，
アフリカ地域は，日本で開発された教材の採用が多いことがわかる。また，英語圏の国で発行され
た中等教育段階用教科書は，国・地域を越えて採用されていることが示されている。また，19の
国・地域では，教師が自作教材を用いて授業を行うことが多いと記載されていた。
日本で出版された教材は，38タイトル挙げられていた。そのうち，もっとも多くの国・地域で
採用されているのが『みんなの日本語』（スリーエーネットワーク，初版1998年，第 2 版2012年）
で25か国・地域，次いで『げんき』（The Japan Times，初版1999年，第 2 版2011年）が14か国・
地域である。これらの日本国内で開発されている教材は基本的に日本国内で学ぶ学習者向けに開発
されており，いわゆる初級文型の効率的な獲得を目指したものであることが多い。つまり，教科書
自体が日本語の継続学習を暗黙的に想定し，中級・上級へと日本語力を向上させていくために必要
となる基礎的な日本語文法を獲得することをめざしている。教育の中心には言語がおかれ，教科書
には中等教育段階で求められる人材育成に資する内容は盛り込まれていない。このような教材を中
等教育機関で採用することは，日本語を使う必然性も低く，進学後の継続学習も未定の中等教育段
階においては，学習者のニーズやレディネスとの不一致を生じさせる要因となりうる。
一方，中等教育機関向けの教材開発に取り組む国・地域は，日本語が正規科目として学校教育の
中に位置づけられており，実施機関数，学習者数ともに多く，さらに公教育では教科書を用いるこ
とが重視されている国・地域だといえる。第 2 章に示した教育政策の変化に伴い，資質・能力の
育成を意識した教科書も存在する。次節では海外で開発された教科書を取り上げる。
. 日本国外中等教育用教科書の通時的分析
巻末の資料 2 は日本国外で開発された中等日本語教材を過去に遡って可能な限り収集し，発行
年で時系列に並べたものである。教材の数の多い台湾，オーストラリアについては，収集が困難だ
ったため，本稿では分析対象から除外した。教科書は基本的に学年ごとに存在するため，発行年は
複数年にわたっているが，1 冊目の発行年のみを記している。本稿では開発者による論考を参照し
ながら，教科書のシラバス，開発コンセプト，課構成及び学習活動から特徴を書き出し，それらを
「構造中心」「コミュニケーション志向」「文化理解の重視」「第二言語習得（SLA）や Can-do 等の
意識」「資質・能力の意識」の 5 つに分類した。資料 2 ではその特徴を有している教材を色で示し
ている。教材の入手がかなわなかったものについては，空白とした。
資料 2 を概観すると，その特徴から大きく 4 つの時期に分けることができる。第 1 期は1990年
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代前半までの教科書，第 2 期は1990年代後半から2000年代前半，第 3 期が2000年代後半から現在
である。そして，2010年前後から現在にかけてみられる，第 2 章で取り上げた資質・能力の育成
を目指して開発された教科書を第 4 期とする。
.. 第期言語構造中心
第 1 期の教科書は，主として言語構造を学習項目として取り上げている。会話文の形式をとっ
ていても，それらの会話がどこでどのように使われるのかがわからない。
（例 1）Aこれは あしですか。
Bいいえ。それは あしではありません。
◯ これは てですか。 ◯ これは くちですか。 （以下省略）
中国『初級中学課本 日語』第 4 課練習 4 より（1983年）
（例 2）どこが えきですか。
ここが えきです。
どこが くうこうですか。
そこが くうこうです。
どこが みなとですか。
あそこが みなとです。
中国『初級中学課本 日語』第 5 課本文より（1983年）
（例 1），（例 2）ともに，形式的にはコミュニケーションをしているように見えるものの，場面
や話者の関係性などは無視されており，コミュニケーションからは程遠い。海外で出版されたこの
タイプの教科書は，資料 1 を見る限り，現在は使用されていない。
.. 第期自然な場面の自然な言語使用重視と異文化理解への意識
第2期として分類したのは，コミュニカティブアプローチの影響を受け，自然な場面を設定し，
中高生にとって身近な話題での言語使用が掲載されている教科書である。90年代半ばから2000年
代半ばごろに多数，発行されている。
（例 3）先生李佳さん，これは，李佳さんのノートです。
李佳はい，ありがとうございます。
健太先生，わたしのノートは（ ）ですか。
先生健太君のノートは…これです。
健太はい，ありがとうございます。
中国『義務教育 日語（七年級下冊）』第 2 課練習より（2002年）
（例 4）（市場で）
すずきドリアンは どれですか。
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ウドムあれです。マンゴーの みぎです。
タイ『あきこと友だち』第 4 課 文法の例文より（2004年）
（例 5）（クラスメイトに写真を見せながら）
ミンこれは お父さんです。これは お母さんです。
けんお父さんは なんさいですか。
ミン40さいです。かいしゃいんです。
けんお母さんも かいしゃいんですか。
（以下，省略）
ベトナム『にほんご 6（試行版）』第12課会話より（2005年）
いずれも「これ/それ/あれ」が学習項目として初出の場面であるが，第 1 期の教材と比較して
場面の自然さに大きな変化がある。また，第 2 期の教科書には「文化コラム」と称して日本の同
世代の生活などの文化・社会事情を伝えるコーナーを設けているものが多い。これは1990年代か
ら注目され始めた日本事情教育の影響ととらえることができよう。教科書で取り上げられる文化事
象はステレオタイプを回避するため，特定の日本人生徒を主人公として設定するなどして，個の視
点から紹介している点が共通している。扱っている話題は，学校生活や家族・友だちとの関係，週
末の過ごし方など，身近な話題が中心である。資料 1 を見ると，このタイプの教材は，現在でも
多くの国で使われている。このようにコミュニケーションの視点では飛躍的に大きく前進したとい
える教材であるが，シラバスはいわゆる「文型積み上げ式」であり，学習活動の中心は，学習した
文型をいかに使うかに集約されているといえる。
.. 第期言語学習の方法論への意識の高まり（SLA および Can-do）
第 3 期の教科書になると，第二言語習得理論（以下，SLA）を取り入れたものや，学習目標を
Can-do（言語を用いて何ができるかを示した能力記述文）で提示するものが増加し，学習目標の
達成度を生徒自身が自己評価するタイプのものが多くなる。どのように言語を学ぶかという工夫
が，理論研究の成果を踏まえて取り入れられている点が特徴といえる。
例えば，ベトナムの高校教科書は SLA の理論を援用し，スキーマの活性とキーワードの導入の
後に会話（聴解インプット）を聞き，その会話の大意をとらえる活動から始まる。この聴解インプ
ットには，未習の語彙や文型などが混在している。推測しながら大意をとらえた後に，学習ターゲ
ットとなる文型・表現に注目させ，それらの文法ルールを発見，練習，アウトプットという流れで
構成されている。聴解インプットの例を挙げよう。教師が翌日と翌週月曜日の時間割の変更につい
て伝えているという場面で，教科書には通常の時間割が掲載されている。
（例 6）先生が明日と来週の月曜日の時間割について話しています。メモを取りましょう。（原文
ベトナム語）
◯ 先生いいですか。あしたは，時間割がちょっとかわります。数学を勉強する前に，物理を
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勉強します。
生徒はい。じゃあ，2 時間目は物理で，3 時間目は数学ですね。
先生はい，そうです。
※◯は省略
ベトナム『にほんご10（試行版）』（高校 1 年生用）第 3 課パート A より（2007年）
下線を引いた部分が課の学習項目の一つであり，最初の聴解タスクの後，どんなときにこの表現
を使うのか，そのルールは何かを生徒自身に考えさせるという流れで構成されている。このような
学習活動は，メタ言語能力の育成に寄与すると考えられる。
ただ，このような SLA 理論を援用した教材は，以前に学んだ言語項目が定着していることを前
提に次の課の学習項目が導入される。ベトナムの教科書は第一外国語用の教科書であり，大学入学
試験にも影響があるためこのような学習デザインがニーズに合致しているとも考えられるが，入学
試験等に影響しない，週 1 回程度の第二外国語の教室では，以前に学んだ言語項目を習得してい
ることが前提となる学習デザインでは破綻し，いわゆる落ちこぼれを生む。その実態を踏まえて開
発されているのが，タイの第二外国語用教科書『こはるといっしょににほんごわぁ～い』である。
1 課あたりの語彙数はその課以前に学習したか否かは関係なく 9 語以下に限定され，その課のトピ
ックにおけるコミュニケーション目標（Can-do）を達成するために必要な語彙や表現が毎回，導
入される，モジュール型の教材である（三浦ほか 2014）。これも一つの言語の学び方への工夫と
いえる。
.. 第期資質・能力の育成への意識
第 3 期の「言語をどのように学ぶのか」を意識した教科書開発と並行して，2010年前後から新
しくキー・コンピテンシーや21世紀型スキルで掲げられた資質・能力の育成をめざした教材開発
が始まる。最も大きな違いは，第 3 期までの教科書は主として外国語教育分野での研究の知見に
基づいて開発されてきたのだが，第 4 期に分類した教科書はより広く教育学等，関連領域の研究
の知見を取り入れている点であろう。
この第 4 期の先駆けといえるのが，中国大連市の中学校における第二外国語教育用に開発され
た『好朋友―ともだち―』である。この教科書は，OECD のキー・コンピテンシーを理論的枠組
みとして用いて開発されており，「人間関係の温暖化」と「多文化共生」をコンセプトに開発され
ている（国際文化フォーラム 2010，大舩 2017）。大連市の公立中学校に転校してきた日本人中学
生美佳とそのクラスメイトの友情物語が書き下ろしの連載漫画で掲載され，日本語学習はその漫画
のシーンから登場人物の状況と気持ちを想像するところから毎回，始まる。日本から転校生のやっ
てきた中国の中学校を舞台にすることで，登場人物たちの異文化接触に満ちた物語世界を学習者は
疑似体験しながら，日本語だけでなく，人とコミュニケーションすること，相手を思いやること，
外国語を学ぶ意義を考える。漫画の絵の力で，複雑に絡み合う心情や葛藤なども表現され，リアル
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な人間関係が示される。日本語の学習項目には，「いっしょにやらない」とクラスメイトを誘っ
たり，「入れて。」と自分から仲間に入るように働きかける表現，実際に教室内で腕相撲などのゲー
ムをしながら「がんばれ」「負けるな」のように応援する活動，「大丈夫」とクラスメイトを
気づかって声をかける活動など，「人間関係の温暖化」すなわち人間関係構築に資するものが多数，
取り入れられている。キー・コンピテンシーの中核にある Re‰ectiveness（思慮深さ）が見られる
といえよう。
ハンガリーでは，日本語教育は「日本語日本文化を通しての異文化間コミュニケーション能力と
対話力を養成する人間教育である」（松浦ほか 201287）という理念に則った教科書『できる』
が開発されている。Byram（1997）の「Intercultural Communicative Competence」や Lazar ほか
（2007）が示した異文化間コミュニケーション能力の具体的な「教育モデル（教育方法論）」を援
用し，◯知識→◯比較→◯態度と段階的に異文化間コミュニケーション能力の育成を図る構成とな
っている。教科書は 2 分冊であるが，前半の課は「知識」のインプットを担うことを中心に，教
科書の中盤には「比較」を担うタスクが増え，後半は「態度」養成を担う内容になっている。例え
ば，各課の冒頭には「異文化クイズ」というコーナーが設けられているが，前半の課では「日本の
コンビニエンスストアでできることを当てる（4 課），おせち料理の食べ物と意味（14課）など，
ハンガリーの学習者にとって『異文化』が感じられるであろう項目をピックアップし知識として与
える」（宮崎ほか 201296）クイズが主だが，徐々に日本とハンガリーの高校の教室の比較をす
る問い（21課）や，日本人宅で出された料理が口に合わなかった場合の対処方法を考える（33課）
等，自文化への内省，葛藤が生じる場面での対応を考えることで態度を養うことを意図していると
いう。また，文化的な要素は Byram（1997）で提示された異文化間コミュニケーション能力の獲
得の場所「教室（classroom）」「フィールドワーク（ˆeldwork）」「自立学習（independent learn-
ing）」に対応させ，教科書の各所にちりばめられており，「『異文化間能力』が静態的な知識ではな
く，創造的で動態的な形態を持てるように」（松浦ほか 201297）工夫されている。これらの文
化的な問いを含む活動の答えは必ずしも一つではなく，例えばクイズの場合は選択肢の全てが正答
となる可能性があるものもあり，ステレオタイプ的な知識の構築を回避する工夫がみられる。依拠
した理論が異文化間コミュニケーション能力ということもあり，コミュニケーション上のやり取り
から生じる葛藤など，対人関係に影響する事例が多数盛り込まれている点が一つの特徴といえよう。
インドネシアの高校向けの教科書『にほんご☆キラキラ』はインドネシアの教育課程「2013年
カリキュラム」（表 2 参照）に準じて開発されたもので，言語に加え，態度面のコンピテンシー育
成をめざしている（古内ほか 2017）。「2013年カリキュラム」で示された仮説検証型の学習デザイ
ン「科学的アプローチ」を採用している。日本語学習の流れは SLA 理論を採用した教材と共通項
が多く，メタ言語能力の育成が図られているといえる。さらに，総合的な学習活動として，教室外
の実社会の課題を題材として取り上げる「プロジェクト」が導入されている。トピックに応じて協
力して調査を行ったり，改善策を考えたりする中で，協力的態度，規律的態度，創造性など，教育
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省が定める態度や資質の育成をめざしている。また，課によってはロールプレイや Show &
Tell，インタビューが総合的な活動として取り入れられているが，そこでは教室内の生徒同士の相
互理解や人間関係構築が進むことを期待しているという。また，独立したセクションとして「ぶん
か」のコーナーがあり，課のトピックに関連した写真やデータを基にディスカッションを行うこと
を通して，自国の文化の捉えなおしや日本や ASEAN の国々の文化との比較を行う。古内ほか
（2017）では，これらの活動で「科学的アプローチ」に含まれる「観察」「質問」（をつくる），調
査・収集した情報の「関連付け，情報処理」を実践していると述べる。
またタイでは，第 2 期（例 4）で取り上げた『あきこと友だち』の改訂版が，2017年に発行され
た。その改訂では言語学習の部分に SLA 理論の影響がみられ，その点では第 3 期の教科書の特徴
を備えているのだが，それに加え「考える力を身に付ける」「協働する力を身に付ける」「自ら学ぶ
能力」ことを重視した学習活動が追加されている（中尾ほか 2017104）。タイの教育改革におい
ても21世紀型スキルの影響で思考力や問題解決能力が重視されており，それらの政策を意識して
取り入れられたものである。「考える力を身につける」ために，助数詞や動詞の活用などの規則を
発見させるような練習問題が追加されているほか，目標達成度の自己評価も一つの「考える力」と
とらえ，新たに加えられている。また，文化的事象を扱う「ミニじょうほう」のコーナーはグルー
プワークを行うコーナーとして位置づけ，トピックについてグループで話し合い，意見をまとめ，
他のグループに対して発表するという流れが提示されている。グループ内で意見を整理，調整する
必要性が生じるようにデザインすることで，協働する力の育成をめざしていると考えられる。
このように第 4 期の教科書は，中等教育段階でのキー・コンピテンシーや21世紀型スキルへの
関心の高まりと教育政策の変化を受け，日本語によるコミュニケーション能力の育成は担保しつつ
も，資質・能力の育成も目指した教材であるとまとめることができる。しかしながら，ここに挙げ
た教材は資質・能力への意識は見られるものの，学び手自身が自らのライフコースを意識し，学び
を取捨選択して構築していくという視点は少ない。
その中で，学習者個々のライフコースへの意識がみられるのが，フィリピンの高校用に開発され
た『enTree―Halina! Be a NIHONGOJIN!!』である。教科書という書籍の形式を採らず，教案，
ワークシート・写真パネル等の学習用素材，評価ツールなどがセットになった教材で（大舩ほか
2011），「Discover and Fulˆll One's Mission」をコンセプトに，複言語話者である自分自身を肯定
的に捉え，自らのルーツ・ルートを確認し，アイデンティティ形成を支える実践を支援する教材で
ある（松井ほか 2013，大舩 2017）。「人間教育としての日本語教育」として「単なる言語訓練に
留まらず，子どもたちの成長をまるごと捉えていこうとする日本語教育」（松井ほか 201326）
を志向し，開発されている。教材ではアイデンティティ形成だけでなく，自律性の育成や，アップ
サイクルによる貧困撲滅のアイディア創造など，新たな価値を生み出すことで社会課題の解決に向
き合う活動，自分自身のキャリアについて考える活動など，多様な実践を盛り込んでいる。また，
フィリピン語，英語，日本語の語や表現を比較分析し，それぞれの語や表現の表す意味範囲につい
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表 第期の教科書に見られる日本語能力以外の視点
教 材 名 言語以外に意識されている要素
『好朋友―ともだち―』
（中国）
人間関係構築，Re‰ectiveness（相手への配慮），多文化共生，外国語を学ぶ意義の
検討
『できる』（ハンガリー） 人間教育，異文化間コミュニケーション能力，自分の行為・行動のメタ的なふり返り，態度，教室外とつながる，アイデンティティ形成
『にほんご☆キラキラ』
（インドネシア）
態度（協力的態度，規律的態度ほか），人間関係構築，教室外とつながる，社会課
題，自律性，メタ言語能力，文化リテラシー
『あきこと友だち（改訂
版）』（タイ） 考える力（思考力），協働する力，自ら学ぶ力，メタ言語能力
『enTree』（フィリピン） 人間教育，アイデンティティ形成，キャリア形成，自律性，社会課題，新たな価値の創造，メタ言語能力，人間関係構築，文化リテラシー
て考える活動などの，メタ的に言語をとらえる活動も取り入れられている。『できる』『にほんご☆
キラキラ』『あきこと友だち（改訂版）』と大きく異なる点は，日本語の学びが中心に据えられてい
ない点であろう。各課の目標は例えば「フィリピンと日本のダンスのステップを比較し，伝統舞踊
や民俗舞踊のステップと自然環境や生活様式，生活で使う道具の影響について考察した上で，現代
版民俗舞踊のステップを考える」というような形で示され，この目標に向かうプロセスの中で「こ
うやって，こうやって」と言いながら日本語でダンスのステップを教えたり，「すごい。そのステ
ップ，教えて。」のように教えを乞うたりするような形で埋め込まれている。この課の中では文化
的所作を分析することで文化リテラシーを育成したり，協働的にダンスを創造したり，そのプロセ
スで教えあうというギブテイクの関係が構築されたりする。いわゆる伝統文化として知識化され
がちな文化的事象も創造的な実践に落とし込んでいる点が，他の教材にはない視点である。
. 中等日本語教育をとらえる新たな視点の試案および今後の課題
ここまで，第 2 章，第 3 章で，中等日本語教育をとらえる新たな視点の案を検討してきた。第 2
章では，教育課程が示す資質・能力でとらえなおす可能性が示唆されたが，資質・能力を目標と掲
げることは抽象度が高く，具体性を欠き，学習者のライフコースを意識した実践を生み出していく
ためには課題があることを述べた。第 3 章では中等日本語教育現場で採用されている教科書を分
析し，第 2 章で示された資質・能力の育成も目指した第 4 期の教科書では，様々な試みが行われ
ていることが示された。表 3 は第 4 期の教材に見出すことのできた視点を抽出したものである。
「人間教育」「人間関係構築」「メタ言語能力」「アイデンティティ形成」「文化リテラシー」「社会課
題」「態度」などが複数の教材で共通して意識されていることがわかる。
次にこれらの要素を「文化間移動」の観点から考察したい。冒頭にも述べたが，中等教育段階の
生徒は発達段階的にも大きな変化の時期にあり，かつ，進学や就職など新たなコミュニティへの所
属が待ち構えている時期でもある。さらに，変化の激しい知識基盤社会にあり，ヒト・モノの移動
も激しく，多様な価値観を持つ人が共存する社会の中に存在する。自らの属する社会の変化，自分
―  ―
自身の変化という流動性の中で，自らを位置づけ，移動を続けながら，自分自身も変化し，成長し
ていくためのレディネスを備える段階といえる。そのようなレディネスを高める教育は，どのよう
な視点で構成することができるだろうか。第 4 期の教材から検討する。
まず，第 4 期の教材を見るといずれの教科書も人としてどうあるべきかという，「人間教育」の
視点を意識して開発されている。これは，人間的成長を支える教育であると言い換えることができ
よう。では，人間的成長とは何か。『enTree』では「人間教育」としてアイデンティティ形成を支
援する実践が，『できる』では異文化間コミュニケーション能力と対話力の育成をめざした実践が
志向されていた。これらはいずれも，人間的成長を支えるものだと考えられる。発達段階的に自我
が確立される時期であり，さらに自身の人生におけるキャリア設計をし始める時期でもあることか
ら，アイデンティティおよびキャリア形成を支えることの重要性は明らかである。アイデンティテ
ィ・キャリア形成を意識した実践として，自らのルーツ・ルートをふり返り，自らについて考え，
語るようなものを作り出していくことが一つ，考えられよう。また，多様な文化「間」を移動する
中で生じる多様な人との出会いの中で，人との関係性を構築する力は今後，ますます重要となろ
う。第 4 期の教科書でも，『できる』のみならず多くの教科書が人間関係構築を重視している。
『好朋友』や『enTree』のように，人間関係構築の視点から日本語の表現を学んでいくという実践
の形もありうる。
また，言語教育であるからには，言語の学びを捨象することはできない。さらに，中等日本語教
育はこれまで，異文化理解の要素を重視してきており，第 2 期の教科書からその蓄積がある。教
育をとらえる新たな視点を模索しているとはいえ，「言語と文化」の学びの視点が不要になるわけ
ではない。ただ，日本語を用いてできることを増やしていくという発想にとらわれすぎるのではな
く，より汎用的に適応可能と考えられる「メタ言語能力」の育成と「文化リテラシー」の育成とい
う視点で実践をとらえることを，ここでは提案したい。メタ言語能力の育成は第 3 期の教科書か
らみられる視点であるが，文法を観察する活動などだけでなく，自分自身の言語使用を客観的に観
察することや，母語と目標言語の言語的な共通性や相違性を見出す活動，語や表現の意味範囲を比
較言語学的に捉える活動なども考えられるだろう。また文化に関しても，知識として文化をとらえ
るのではなく，第 4 期の教科書が実践しているように，観察，比較，分析を通してクリティカル
に文化的事象をとらえ，自ら発見したことを学びとしていくような，そんな視点での実践が有効に
なるのではないだろうか。
また，複数の第 4 期の教材が，教室外での学びや社会課題を学習活動のテーマに取り上げてい
る。これから動態的な社会の中に出ていく中高生であることを考えると，社会に参加する，参画す
るという意識を中高生自身が持ち，さらにそのためのレディネスを高めることは重要であろう。第
3 期の教科書からみられる Can-do で目標を設定し，日本語で遂行できる課題を増やしていくとい
う視点の教育は，日本語を用いて社会的活動に「参加」することを支援しているととらえることが
できる。だが，日本語を使う必然性の高くない中等教育段階であれば，日本語を用いて社会的活動
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表 中等日本語教育をとらえる視点
文
化
間
移
動
に
備
え
る
力
人間的成長
アイデンティティ・キャリア形成
人との関係性構築
言語と文化
メタ言語的気づき（言語をとらえる力）
文化リテラシー
社会
社会参加（生活する/サバイバル）
社会参画（主体的に社会・人に働きかける）
に「参加」する力だけでなく，日本語を使用するかどうかに関わらず，さまざまな言語的背景を持
つ人が共生する社会を主体的に作り上げていくための力の育成，すなわち社会「参画」を視野に入
れた実践を志向していくことが必要であろう。『にほんご☆キラキラ』や『あきこと友だち（改訂
版）』は学校という中高生に身近な社会に対する変革を考えるような学習活動を取り入れており，
『enTree』では貧困撲滅のための製品のアイディアを考えたり，グローカルフードの企画を検討し
たりという社会起業的な活動が取り入れられている。
以上，挙げた「アイデンティティ形成」「キャリア形成」「（多様な）人との関係性構築」「メタ言
語能力」「文化リテラシー」「社会参加」「社会参画」を「文化間移動に備える力」として再構成し
たのが，以下の表 4 である。3 つのカテゴリー，6 つの視点で構成されている。この 6 つの視点は
独立して存在するのではなく，相互に関連しあうものと考える。
この 6 つの視点で実践をとらえると，言語ありきの教育から脱却でき，中等日本語教育実践に
新たな価値をもたらすことができる。言語の学習は，この 6 つの視点のそれぞれの下に位置づけ
ていくことができよう。例えば，3.3.4の『enTree』の実践として取り上げた伝統舞踊・民俗舞踊
の実践であれば，ダンスのステップと生活様式や道具との関係性を考察する「文化リテラシー」と
ダンスのステップを日本語で教えあうことによって生まれる「人との（ギブテイクの）関係性構
築」，そして，ステップを創造するというのは新たなものを生み出すという点で「社会参画」とい
う 3 つの視点から織りなされた実践ととらえることができる。この実践も日本語の学び自体の量
は決して多くはないが，「文化リテラシー」「人との関係性構築」「社会参画」に資する実践である
と評価することができるのである。また，第 2 章で述べたような各国の教育課程が掲げる資質・
能力は，このような活動の結果，育成されていくものと考えられる。例えば，文化リテラシーを高
めることを目的とした授業では，批判的思考，複眼的思考といった思考力が，アイデンティティ・
キャリア形成を図る授業では，自律性や自発性が，社会参画を意識した授業では，問題解決能力や
創造性が育成されるという仮説が成り立つ。また，アイデンティティ・キャリア形成や社会への参
加，参画の仕方を考えるという活動を通して，学習者自身が自分のライフコースを意識し，学びを
取捨選択して構成していくことが可能になるのではないかと考える。
ただし，このように視点だけが示された枠組みでは，実践を作り出す際に参照するには抽象的す
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ぎる。今後は，これまでに中等日本語教育のグッドプラクティスとされている実践をこの枠組みで
分析することを試み，この枠組みの有効性を批判的に検討するとともに，これらの視点を意識した
具体的な活動内容（何をするのか），学習内容（何が学ばれるのか），その結果，育成が想定される
資質・能力（何が身につくのか）を帰納的に集積していきたい。このような活動内容，学習内容，
育成される資質・能力と，表 4 で挙げた 6 つの視点を結び付けることができれば，現場の教員の
授業実践デザインを支援する枠組みとして，有効なものとなることが期待される。言語の獲得のみ
にとらわれない，新たな学びの場の創造を支援するための枠組みの構築に取り組みたい。
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資料 年度時点の中等日本語教育機関採用教科書一覧
日本語教育
実施地域 日本発行の教科書 当該地域内発行教科書
日本以外の他地域発行
の教科書/その他
東アジア 【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』
【一般/成人】『みんなの日本語』
【韓国】韓国検定教科書 高校 6 種/韓国検定教科書 中学 8 種
【台湾】『加油日本語』/『愛上日本語』/『SUGOI 日本語』/『ゆ
うゆうにほんご』/『楽楽日本語』/『新 一看就　日本語』
【中国】『普通高中課程標準実験教科書 日語』シリーズ/『義務
教育教科書 日語』/『好朋友―ともだち―』/『エリンが挑戦に
ほんごできます』（中国版）
【香港】『香港少青日語 1 入門』
【モンゴル】『にほんごできるモン』
東南アジア 【中等向け】『Japanese for Young People』
【一般/成人】『文化初級日本語』/『文化中級日本語』
【聴解】『毎日の聞き取り50日 Plus』
【インドネシア】『にほんご』/『さくら』1～3/『にほんご☆キラ
キラ』/『インドネシアへようこそ』
【タイ】『あきこと友だち』シリーズ/『こはるといっしょににほ
んごわぁ～い』シリーズ
【フィリピン】『enTree-Halina! Be a NIHONGOJIN!!』
【ベトナム】『にほんご』6～12，その他現地開発の教材（詳述
なし）
【マレーシア】マレーシア教育省シラバス準拠教科書
【ラオス】『にほんご』
自作教材
南アジア 【一般/成人】『みんなの日本語』
【文字】『Basic Kanji』
【インド】『UME』/『さくら』/『もも』
【スリランカ】『サチニさんといっしょに』
『こはるといっしょににほ
んごわぁ～い』（タイ）
記載なし/詳細不明等
オセアニア 【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』/『Japanese
for Young People』
【一般/成人】『みんなの日本語』/『げんき』/『まるごと 日本のこ
とばと文化』
【文字】『日本語かな入門（英語版）』
【オーストラリア】『Obento』シリーズ/『Ima!』/『Kimono』シ
リーズ/『Mirai』シリーズ/『iiTomo』/『Gakkoo seikatsu』/『Hai!』
/『Kookoo seikatsu』
『Sugoi! Learn to speak Japanese』/『Wakatta!』/『A ˆrst course
in Japanese』/『Excel SENIOR HIGH SCHOOL JAPANESE』
【トンガ】『えがお』～/『さくら』～
【ニューカレドニア】『Manuel de Kanji Tome 1』，『Manuel de
Kanji Tome 2』/『日本語を話そう』シリーズ/『Lexique Japonais
―Francais』/『Lexique Francais Japonais』/『Livret de Kanji』/
『Cahier d'exercices en Japonais―Hiragana Katakana』
【ニュージーランド】『11年生の日本語』/『Getting there in
Japanese』/『きっとできる』
自作教材
『Yookoso!』（米）
『Adventure in Japanese』
（米）
―

―
―

―
資料 年度時点の中等日本語教育機関採用教科書一覧（つづき)
日本語教育
実施地域 日本発行の教科書 当該地域内発行教科書
日本以外の他地域発行
の教科書/その他
北米 【一般/成人】『げんき』
【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』/『Japanese
for Young People』
【アメリカ】『Adventure in Japanese』/『Yookoso!』/『なかま』 自作教材
『Obento』シリーズ/
『Ima!』/『Kimono』シリー
ズ（以上，豪）
中米 【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』
【日本国内年少者】『こどものにほんご』
【一般/成人】『まるごと 日本のことばと文化』/『Situational
Functional Japanese』
【文字】『Basic Kanji』
【その他】日本で出版された教材（詳述なし）
自作教材
記載なし/詳細不明等
南米 【一般/成人】『みんなの日本語』/『まるごと 日本のことばと文
化』/『文化初級日本語』
【日本国内年少者】『にほんごだいすき』（横浜児童生徒のため
の日本語教育研究会）
【その他】国語の教科書/日本で出版された教材（詳述なし）
【ボリビア，アルゼンチン，ペルーなど】『にほんごドレミ』/
『にほんごジャンプ』/『にほんごチャレンジ』
【アルゼンチン】『ひらがなマニア』/『カタカナマニア』
【ブラジル】『ことばな』シリーズ
【パラグアイ】現地で開発された教材（詳述なし）
自作教材
記載なし/詳細不明等
西欧 【一般/成人】『みんなの日本語』/『げんき』/『まるごと 日本のこ
とばと文化』/『日本語初歩』/『新日本語の基礎』/『ICU の日本
語初級 Japanese for College Students: Basic vol. 1～3』/『絵
とタスクで学ぶ日本語』/『Japanese for Busy People』
【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』/『Japanese
for Young People』
【読解】『読解20のテーマ』/『どんどん読めるいろいろな話』
【文字】『Basic Kanji』/『Japanese for Busy People Kana wor-
kbook』/『カタカナおけいこ』/『漢字たまご初級』
【その他】日本で出版された教材（詳述無）/国語の教科書/
JLPT 対策本
【アイルランド】『Nihongo Kantan』
【ドイツ】『Japanisch fuer Junge Leute』/『Japanisch fuer Schuler』
【ノルウェー】『Nihongo pa norsk』
【フランス】『Manekineko Japonais（日本語のまねきねこ）』/
『Japonais Kanji Kakitai! Ecrire & Apprendre les Kanji Tous
les Caracteres au Programme』
自作教材
市販教材
『Obento』シリーズ（豪）
『Mirai』シリーズ（豪）
『Hiragana in 48 minutes』
『Katakana in 48 minutes』
（豪）
記載なし/詳細不明等
―

―
―

―
資料 年度時点の中等日本語教育機関採用教科書一覧（つづき)
日本語教育
実施地域 日本発行の教科書 当該地域内発行教科書
日本以外の他地域発行
の教科書/その他
東欧 【一般/成人】『みんなの日本語』/『げんき』/『まるごと 日本のこ
とばと文化』/『文化初級日本語』/『Japanese for Busy People』/
『Japanese for everyone』/『日本語初歩』/『新日本語の基礎』/
『風のつばさ』/『テーマ別中級から学ぶ日本語』/『できる日本語』
/『にほんごかんたん』(1)(2)
『日本語中級 J301』/『はじめのいっぽ 日本語入門』
【中等向け】『エリンが挑戦にほんごできます』/『Japanese
for Young People』
【日本国内年少者】『こどものにほんご』/『ひろこさんのたのし
いにほんご』
【文字】『Basic Kanji』/『Japanese for Young People Kana Wor-
kbook』/『漢字はむずかしくない』/『ひらがな・カタカナ練習帳
かなマスター』/『みんなの日本語 漢字練習帳』
【その他】日本で出版された教材（詳述なし）
【チェコ】『初級日本語 Japonstina』
【ハンガリー】『できる』1, 2
【ロシア】『書く，読む，話す』/『5 年生のための日本語』/『子ど
ものための日本語』/『初心者の為の日本語』
『ガンバレにほんご（加
油日本語）』（台湾）
自作教材
記載なし/詳細不明等
中東 【一般/成人】『みんなの日本語』/『まるごと 日本のことばと文
化』
自作教材
アフリカ 【一般/成人】『みんなの日本語』
【その他】日本で出版された教材（詳述なし）
自作教材
『Manekineko Japonais
（日本語のまねきねこ）』
―

―
―  ―
資料 日本国外で開発された中等教育用教科書（年表)
出典国際交流基金「日本語教育国別情報（2017年度）」（ウェブ資料），金（2016），大舩（2004）を中心に筆
者作成
